
～４者連携で北九州モノレール沿線のまちづくりを始動！～

「まち」 と 「交通」 を 未来志向 で アップデート



北九州市 の シンボル

モノレール

「銀河鉄道９９９」号出発記念写真展最優秀賞受賞作品（奥村 真琴様撮影） 2



核家族化の進行1970年～

自家用車の世帯あたりの
普及台数が１台を超える

（1996年）

モノレール沿線の発展

3

1990年～

路線バス網の発達

モノレール開業（1985年)

交 通ま ち

本資料に掲載されている文章・画像・データ等の無断転載・複製を固く禁じます。

西日本新聞社提供

徳力団地等の大型団地
の建設

所蔵 西日本鉄道株式会社

1980年～

都市部への人口流入に
よる住宅需要の高まり

宅地開発の進展と
現在のモノレール沿線で
人口増

北九州工業地帯の発展

モノレール小倉駅延伸
（1998年）

モータリゼーションが進み、
国道3号、10号、322号
をはじめ、市内主要道路の
慢性的な渋滞



ま ち 交 通

2010年～

モノレール沿線の発展

2000年～
カーシェア、シェア

サイクル等の誕生

交通系ＩＣカード
サービス開始 （2008年〜)

デマンド交通など多様な
交通手段の登場

テレワークの普及や多様な
働き方・住まい方の広まり

（2020年以降）

若者の公共交通分担割合が
増加に転じる（2000年以降）

４

共働き世帯の増加（2010年以降）
（万世帯）
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７割超え

専業主婦世帯と共働き世帯数
（1980〜2024年）

専業主婦世帯 約508 万世帯

共働き世帯 約1,300 万世帯

25〜34歳の交通分担割合

増加

減少
減少

増加

2020年～

おでかけアプリ
「my route」リリース

（2019年）IT企業等の小倉地区への
進出（2020年代）

徳力土地区画整理事業の
完了（2000年）

リバーウォーク北九州
開業（2003年）

旦過地区再整備完了
（2030年度予定）

総務省統計局「労働力調査特別調査」、総務省統計局「労働力調査（詳細集計）」を基に作成

忙しい共働き世帯や住まいの近くで働く人 の増加

公共交通をよく利用する若い世代 の増加

暮らす場所として
生活と交通の利便性を重視するニーズ



現在の生活様式及びニーズに合った
魅力と特徴のある新たな機能の集積

ま ち

拠点性とまちの特徴を活かした
公共交通の再構築

交 通

×

５

モノレール沿線のまちづくり

と
の 連携 による

相乗効果

モノレール沿線の魅力向上
まちと交通が連携する成功事例

全国で多くの都市再生の実績
モノレール沿線に多くの賃貸住宅

定時性・速達性に優れる大量輸送機関

ニーズに合ったきめ細かな輸送機関

次の時代 を担う 若い人たち に 選ばれる

未来を見据えたまちづくり を 目指す



徳力公団前駅周辺
に 着目
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測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 6JHs 168

交通

まち

徳力公団前駅周辺からモノレール沿線の

価値を向上

７

大規模団地が存在しており、モノレール駅のなかで
比較的駅勢圏に人口が多い
➡機能集積による効果が期待できる

高いポテンシャル を活かして、

現代・未来のライフスタイル に合った 地域拠点の形成

小倉駅から一定の距離があり、東西南方面からの
路線バスがモノレール駅にアクセスしやすい
➡郊外部の交通拠点とすることで、

公共交通再構築による効果が期待できる



「まち」 と 「交通」 を 未来志向 で アップデート

まちづくりのイメージ

８

各交通機関の乗り継ぎ強化

若い共働き世代の
ニーズに合った新たな機能

目的地となりうる機能

×

子どもがのびのび育ち
安心して子育てできる環境

公共交通の利用環境の向上


